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1)試験区の構成

1 は じ め に

岩手県北地域に広く普及している雨よけホウレンソ

ウ栽培は、一般的には 3月 から 11月 までの栽培で(12

月から2月 までは除塩対策としてビニールを外しており、

ハゥスは使用されていないが、近年、冬期間のハウス有

効活用による葉菜類の作付けが増えてきている。

そこで、雨よけホウレンソウの 3月 播種作型に競合し

ない 1～ 2月 の収穫を前提に、冬期間に無カロ温で栽培でき

るコマツナの安定生産技術について検討した。

2試 験 方 法

(1)試験場所 岩手県農業研究センター県北晨業研究所

(2)試験年次 1999～ 2001年度

(3)耕種概要

夏期ホウレンソウ栽培の後作とし、全て無施肥で栽培

した。栽植密度は条間10cm、 株間5cm(20,000株 /a)と した。

(4)調査方法

収穫調査は各区ごとに草丈25cmを 目安に行つた。葉色

は葉緑素計SPAD502、 糖度は葉柄汁をBrix精度計で測定し

た。

(5)播種期の検討

10月 下旬からH月 下旬まで4回播種を行つた。畝の形状

は平畝とし、長繊維不織布を用い播種直後から収穫まで

じかがけとした。

(6)栽培方法の検討

畝の形状と被覆方法を組み合わせて試験区を設定し、

生育促進効果及び凍害発生程度の検討を行つた。なお、

溝底は深さ5c皿 とし、うきがけ区は播種直後からじかがけ

とし、播種30日 後からうきがけとした。

平じか

溝じか

溝うき

じかがけ

じかがけ

うきがけ

溝底

溝底

5 cll

溝底うきがけ栽培

試 験 結 果 及 び 考 察

(1)播種期

年次により、11月 中旬以降の播種作型において収穫

が 3月 にずれ込むことがあり、凍害株の発生も、供試

した両品種で 11月 中旬播種作型から増加した。

播種期ごとに播種から収穫までの有効積算温度 (ツ

ケナ類が生育できる温度の 4℃以上)を とつたところ、

播種期が早いほど高い傾向があつた。またマイナスの

気温も含む積算温度を見た場合、供試した両品種で概

ね 450～500℃で収穫となつた(表 1)。

(2)栽培方法

不繊布のべたがけ効果については、1999年度の試験

で生育促進・凍害回避の効果は明らかで、被覆なしで

は 1～2月 の収穫は不可能と考えられた。

溝底播種の効果としては、供試したいずれの品種で

も、播種 30日 後と60日 後までの初期生育は溝底区が

旺盛であつた。しかし、1999年や 2000年のような低
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温年や 11月 中旬以降の播種では溝底の生育促進効果

が小さくなる傾向が見られた。比較的暖冬年であつた

2001年は各播種期において、平畝区よりも溝底区の方

が収穫までの生育が早く、凍害株の発生も少なかつた。

溝底播種において側面まで包み込んだうきがけを行

ったが、生育日数・凍害の発生程度ともじかがけと大

きな差はなかつた(表 2)。

(3)栽培法による一日の温度変化

平じか区では溝じか 。溝うき区に比べ日格差が大き

く、特に最高気温の上昇が大きかった。なお、溝じか

区と溝うき区は同様の変化を示した (図 1)。

なお低温順化したキャベツ幼植物において、短時間

の温度上昇により耐凍性が低下すること、より高い温

度の方が脱順化が進みやすいことが確認されている。

が、本試験で平じか区に凍害が多かったことは、コマ

ツナでも日中の高温に遭遇することで耐凍性の低下

が起こっている可能性があると考えられる。

4ま と め

岩手県北地域において、凍害の発生が少なく1～2月 に

収穫できる作型としては、H月上旬の溝底播種・不織布

によるじかがけ・ うきがけを含むべたがけ栽培が有効で

あると考えられた。
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図 1 栽培法による一日の温度変化

表 1 播種期別の収量と品質 (供試品種 :2000 せヽん 7号、2001年みすぎ)

ll/8 L/31 23.6 18.6 0(0) 30.0 4.0 457.9 174.6

tt/t1 3/9 26-5 38.7 95000) 34.8 3.5 512.2 155.1

__________r]!_22___-__3!y____-26.,1____294____15_$_{0}___-3_2.9__-__-3.,,9_______119.6_ -_--___r-01-2___.2001 10/30 t2/t2 2\.7 7.8 0(5) 27.1 2.9 432.0 257.5

1r/6 r/r3 22.r 13.0 005) 31.5 3.7 468.7 222.4

rr/16 2/5 23.5 18.2 10(70) 33.1 3.5 513.6 218.6

rr/26 2/24 24.r r7.2 15(65) 32.2 3.6 514.0 188.0

※凍害株 :株元の凍害がひどく出荷不可能なものの比率、()内は軽微で出荷可能なものを含めた比乳

表 2 栽培方法による生育と凍害発生程度の違い (供試品種 :1999年浜美 2号、
2000年せいせん 7号、2001年みす

播種日     栽培様式

溝底(べたがけなし)  65
平じか       84

112    3/31   270    611  7000
181        2/8      249      346     0(0)

澪摩助  ヽ         102         193        2/8      244      290     0(0

2000    11/17         ヨ「 じ  ヽ         44          64        3/12     276      435    38(93)

着離t,る  ヽ         58          83        3/12     269      394     18(7め

2001    11/6          平勧  ヽ         54         153        1/13     22 1       130     0(15)

溝助  ヽ   104 203        1/8     227       109      0(5)

溝うき    104    186   1/4  221   87   00)
11/16    平レ  ヽ   21    90    2/5  235   182  1000)

34           10 3 2/4     236       155     5(30)溝じか

溝うき     34    121    2/4  235   153  0(30)

:::|:::こ tη
]::;

(月 日) (cm) (g)  ①   (SPAD) 3r破) 積算気温 有効積算気温
2000  10/30   12/20  235  117   010)  282    -    4272    2246

(cm)   (cm)   (月 日) (cm)   (g)   ①
1999  11/8  平畝(べたがけなD  52     97    3/31   247   567  9000
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